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 県行政、日中緑化交流基金、三重県内の華僑・華人会、中国人留学

生グループ、県体育協会、サッカー協会等多くの主体の連携のハブ

として、三重県日中友好協会が機能している結果、多様で厚みのあ

る交流が実現できている。 
 

 35 年にわたる三重県と河南省の友好提携を踏まえて、植樹活動と

いう息の長い対応が求められる施策をはじめとする具体的で幅広

い交流がなされてきており、着実に成果を挙げている。 
 

 少年サッカー交流などを通じて、地道に積み上げられてきた信頼

関係、醸成されてきた友好関係が他の分野にも波及しており、この

波及効果は今後も期待できる。 
 

 三重県における多方面に亘る日中友好交流活動の仲介役・つなぎ

役として、かけがえのない存在になっている。 

特定非営利活動法人三重県日本中国友好協会 

（交流先：河南省他（中華人民共和国）） 

お問い合わせ先 

特定非営利活動法人三重県日本中国友好協会 

 住所：〒514-0031 三重県津市北丸之内 202 

 電話：059-227-0470     FAX：059-224-4311 

E-mail: jimukyoku@jcfa-mie.jp 

URL  ： http://www.jcfa-mie.jp/ 

アニメ映画の舞台を巡る旅行 
中国人留学生や協会会員らが参加 

中国天津市で行われた 
第一回中日校庭サッカーサミットフォーラム 
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名寄・リンゼイ姉妹都市友好委員会 

（交流先：リンゼイ･名寄提携委員会（カナダ）） 

 小さな自治体で双方に交流団体が設立され、国際感覚を持つ人材の育

成や異文化交流を通じた地域の活性化を目標に掲げて、50 年間取り組

んできたことに、国際施策の本気度がうかがえる。また、運営費は会員

の会費によるなど努力の跡が見られる。 

 市民レベルでの交流がほぼ 5 年に一度の状況で展開されてきた点が高

く評価される。 

 50 周年事業では講演会をはじめ料理教室やイングリッシュキャンプ等

多様な事業が行われ、市民レベルまで拡大したことも評価できる。 

 小学生、中学生、そして高校生を対象にそれぞれの年齢層に沿った事業

が、国際的視野を有する人材育成という目標達成のために効果的にデ

ザインされている。 

 直近の 50 周年記念事業をはじめ、周年ごとの市民訪問団の派遣等の事

業による交流の継続性にも配慮されている。 

 姉妹都市提携 50 周年を契機に、次の新たな 50 年に向けての計画を策

定している点も積極的な姿勢で、今後も実りある交流の成果を期待し

たい。 

交流 50 周年記念碑除幕式 

お問い合わせ先 

名寄市経済部交流推進課 

 住所：〒098-0507 北海道名寄市風連町西町 196 番地 1  

 電話：01655-3-2511     FAX：01655-7-8080 

E-mail:nayoro@city.nayoro.lg.jp 

URL  ：http://www.city.nayoro.lg.jp/ 

なよろイングリッシュキャンプの様子 
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 60 年の市民レベルの交流活動の実績に裏打ちされた活動が多彩に

推進されている。 

 

 コロナ禍でも相互に知恵を出し合い、新しい国際交流の取り組みや

あり方をも提案している。また、姉妹都市間バーチャルアート展覧

会の開催から、交流相手都市からの提案による多都市間アート展に

も広がる可能性が出ている。 

 

 鶴岡市から８年ぶり、相手方から 12 年ぶりに中学生の派遣を行い、

活動を再開したこと、60 周年という記念の年にコロナ禍になった

が「できること」として５つの活動を考え、それらに多様な市民が

主体的に参加していることは、コロナ禍の交流のあり方として、ま

た、休眠状態にある自治体の範になる。 

 

 山形県初の受賞で、山形県の国際化に大きな波及効果をもたらすの

ではないか。 

鶴岡・ニューブランズウィック友好協会 

（交流先：ニューブランズウィック市、ニューブランズ 

ウィック姉妹都市委員会（アメリカ合衆国）） 

お問い合わせ先 

鶴岡・ニューブランズウィック友好協会 

  住所：〒997-0802 山形県鶴岡市伊勢原町 8-32（出羽庄内国際村内） 

  電話：0235-25-3600    FAX：0235-25-3605 

E-mail:info@dewakoku.or.jp 

URL  ：https://www.city.tsuruoka.lg.jp/shisei/gaiyo/kokusaikoryu/kokusai2.html 

ニューブランズウィック市民に向けた 
応援メッセージ動画 

市民から集まった千羽鶴とマスクを 

ニューブランズウィック市へ寄贈 


